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平成 28年度厚生労働科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業 
 

「乳幼児突然死症候群(SIDS)および乳幼児突発性危急事態(ALTE)の 

病態解明等と死亡数減少のための研究」 
 

平成 28年度 分担研究報告書 
 
分担研究課題：従来の apparent life threatening events (ALTE) 症例のどれくらいが brief  
        resolved unexplained events (BRUE) の低リスク群に相当するか？ 

 
研究分担者： 中川 聡（国立成育医療研究センター病院集中治療科） 
研究協力者： 上田理誉（国立精神・神経研究センター小児神経科） 
 野村 理（東京都立小児総合医療センター救急診療科） 

 
A.研究目的 
 2016 年に米国小児科学会（ American 
Academy of Pediatrics; AAP）が apparent life 
threatening events (ALTE) に代わる概念として、
brief resolved unexplained events (BRUE) を提唱
し た （ Tieder JS, et al. Pediatrics 2016; 
135:e20160590）。さらに BRUEのリスク分類を
して、低リスク群においては、不必要な検査な
どは行わないように勧告している。しかし、従
来 ALTE と考えられていた症例のどれくらい
が、この BRUE の低リスク群に分類されるか
は未知である。今回、過去に ALTEと認識され
た症例群での BRUEのリスク評価を行った。 
 
B.研究方法 
 対象は、過去に報告をした ALTE症例 112例
（上田ら．日児誌 2014;118-1213-18.）。この症
例のデータベースを用い、BRUEのリスク分類
を行い、低リスク群を抽出した。 
なお、BRUEの低リスク群は、次の項目を満た
すものとされる。 
 日齢＞60日 

 出生在胎週数≧32 週かつ受胎後週数≧45
週 

 最初の BRUE 
 1分以内 
 医療従事者による蘇生行為を受けていな
い 

 特筆すべき既往歴がない 
 身体所見に異常がない 
 さらにこの低リスク群での、病院受診後の
BRUEのエピソードの反復の有無を調べた。 
 
C.研究結果 
 結果を図 1に示す。全 112例中、日齢 60日
以内は 62例だった。残りの 50例中、在胎 32
週未満が 2例、既往歴（基礎疾患）あり 10例、
持続時間 1分以上 15例、医療従事者による蘇
生行為あり 5例を除くと、残りは 18例となっ
た。この 18例で危惧される身体所見を認めな
かった。以上より、BRUEの低リスク群は、18
例（16.0%）だった。 
 さらに、この低リスク群と判断された症例
中 4 例で、病院入院中に BRUE 症状を反復し

研究要旨 
 過去に報告した apparent life threatening events (ALTE) 症例 112例に対して、新たに提唱された
brief resolved unexplained events (BRUE) でのリスク分類を行った。その結果、18例（16.0%）が低
リスクと分類された。その低リスク患者中、4症例で、医療機関受診後に BRUEの症状を反復した。
我が国の ALTE症例で、BRUEの低リスクに分類される患者は少数派であると認識される。ALTE
の原因に関しては、引き続き十分な精査が必要であると考えられた。 



― 23 ― 

た。 
 
D.考察 
 AAP が提唱した BRUE という概念は、従来
の ALTE症例は、後方視的に検討した場合にか
ならずしも life-threateningでないことがわかっ
ており、呼称を変えようという意図がうかがえ
る。さらに、ALTEの症例では、様々な原因検
索を行っても、その原因が見つからないことも
多い。こういった背景から、ALTE にかわる
BRUEという概念を提唱して、さらに不必要な
検査などを行わないことを目的に低リスク群
を抽出することを提唱した。 
 この新たな概念が、従来の ALTE患者にどの
ように適用されるかを今回検討した。その結果、
BRUE の低リスク群に分類されうる患者は、
ALTE 全体の 16％に過ぎないことが分かった。
さらに、低リスクと判断された患者で、医療機
関に入院中も ALTE 症状を反復している症例
があり、必ずしも低リスクと判断できないこと
が分かった。 
 
E.結論 
 我が国の ALTE症例では、BRUEの低リスク
群に分類される症例は、少数派であると認識さ
れる。ALTEを引き起こす原因に関しては、引
き続き十分な精査が必要であると思われた。 
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